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本研究は鯨類の退縮した骨盤、後肢痕跡について基礎的情報の拡充、機能の解明を行う
ことで鯨類の進化過程の解明、鯨類の後肢退縮過程の解明に寄与することを目的とした。
鯨類は進化の過程で後肢が退化し、現在では退縮した骨盤（骨盤痕跡）と後肢骨格の一部
（脛骨や大腿骨）が体内に残っているにすぎない。鯨類の後肢の退縮過程は鯨類進化史上最
大の謎となっており、現生鯨類に残る骨盤と後肢の痕跡からのアプローチが求められている。
先行研究から現生鯨類の骨盤痕跡は種類や性別によって形態が異なることが報告されてい
る。しかし、骨盤痕跡、後肢痕跡に関する研究は少ないうえに標本数も少ないため、基本
的な形態が分かっていない種類がほとんどである。さらに、骨盤痕跡の形態と筋との関係
についても明らかになっていない。そこで本研究ではミンククジラ Balaenoptera	 
acutorostrata、イワシクジラ B.	 borealis、ニタリクジラ B.	 edeni の骨盤痕跡及び後肢痕
跡の形態学的研究を行った。	 
本研究で使用した材料は国際捕鯨取締条約第八条の下に 2009 年から 2013 年に実施され
た第二期北西太平洋鯨類捕獲調査にて採集されたミンククジラ 265 頭、イワシクジラ 69 頭、
ニタリクジラ	 34 頭およびミンククジラ胎児 1 頭を用いた。鯨体から肛門を含む骨盤・後肢
痕跡周辺の軟部組織を切り出し、筋の起始および停止部の観察を行った後、多少の筋を残
したまま骨盤・後肢痕跡を冷凍保存した。さらに骨盤・後肢痕跡の筋の付着部位について
肉眼観察を行った後、ノギスを用いて 0.1cm 単位で骨盤痕跡の長さや厚さなど計 10 箇所の
計測を行った。ミンククジラ胎児については下半身をホルマリンで固定した後、解剖を行
った。また、成長段階、雌雄を考慮して選別したミンククジラ 18 頭、イワシクジラ 8 頭、
ニタリクジラ 7 頭の骨盤痕跡を CT 撮影し、骨盤痕跡の骨化進行過程を明らかにした。	 
	 対象 3 種はともに骨盤痕跡の基礎形態は同じであり、頭側部は細長い棒状、中央部外縁
に外側に向かう突起が存在していたが、ニタリクジラでは、細長い頭側部が自然欠損した
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個体が確認された(n=8/34)。また、対象 3 種の骨盤痕跡の形態は成長および雌雄によって
異なることが確認された。雄の骨盤痕跡は尾側部が厚く、外側突起が雌より頭側に位置す
ることは 3 種で共通していたが、その他の特徴では近縁種であるイワシクジラ、ニタリク
ジラで共通する形質が多く、ミンククジラでは独立した形質が多く確認された。一方、後
肢痕跡はミンククジラとイワシクジラでは高確率で大腿骨が確認されるのに対し、ニタリ
クジラでは 1 個体を除き大腿骨は確認されなかった。	 
	 3 種の骨盤痕跡を CT 撮影したところ、3 種ともに骨盤痕跡の中央部から骨化が始まり、
頭側、尾側の両端に向かって進むことが明らかとなった。鯨種に関係なく性成熟に達した
個体では骨盤痕跡の骨化はほぼ完了しており、イワシクジラ、ミンククジラの幼体ではす
べて軟骨の骨盤痕跡が観察された。	 
	 ミンククジラ胎児(体長 1.86m、雄)の詳細解剖を行い、骨盤痕跡には 4 つの筋群(腹直筋、
坐骨尾筋、坐骨海綿体筋、骨盤痕跡と大腿骨を結ぶ不明な筋)が付着していることが明らか
となった。骨盤痕跡の頭側部背面には腹直筋の一部が、尾側部外側には坐骨尾筋が、尾部
内側には坐骨海綿体筋が、頭部腹面には大腿骨につながる筋が付着していた。成体から採
取した骨に付着していた筋の観察からイワシクジラ、ニタリクジラの骨盤痕跡においても
付着する筋の種類や付着部位は共通していた。これら骨盤痕跡に付着する筋構造と骨盤痕
跡の形態的特徴と比較したところ、坐骨海綿体筋が骨盤痕跡の形態に大きな影響を及ぼし
ていることが明らかになった。坐骨海綿体筋は生殖器を捕定支持するための筋であるため、
現生鯨類の骨盤痕跡の大きな役割の一つは生殖器の支持にあると考えられた。	 
	 過去の研究報告と本研究の結果から、骨盤痕跡の形態は DNA 情報等から類推された系統
を反映おり、分化が進むにつれ退小する傾向にあることが明らかとなった。骨盤痕跡が原
始的な形態をしている現生種もいることから、現生鯨類では様々な退縮段階の骨盤を持つ
種が混在することが明らかとなった。一方、後肢痕跡の形態は骨盤痕跡ほど系統を反映し
ておらず、骨盤痕跡と後肢痕跡は異なる退縮過程をたどっている可能性があると考えられ
た。	 
	 
	 
	 
	 
